


ありさんは、のどが かわいたので、
みずを さがして あるいていると、
「あ、いけが みえた。」



いけの ほとりへ やってくると、
さっそく かおを ちかづけました。



ところが、あしをすべらせて

さぶん、と いけに おちてしまいました。



「たすえてぇ、だれかぁ！ おぼれるー！」



そこへ、はとさんが はっぱを おとしてくれました。
ありさんは はっぱに はいあがりました。



「ふう、たすかったぁ。ありがとう、はとさん。」

「どういたしまして。」



つぎのひ、はとさんが えさを つついていました。
かりゅうどが ゆみやで ねらっています。



やを いろうとした そのとき、
「がぶっ！」

きのうの ありさんが あしに かみつきました。



「いててて！」

やは それて、はとは たすかりました。



やが なくなり、かりゅうどは かえっていきました。
「ありがとう、ありさん。たすかった。」

「どういたしまして。おんがえしが できました。」



よいことを すると、
じぶんにも よいことが おきるのですね。
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